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S E M I N A RS D G s

ゼミ課外活動SDGsの取り組み

│
実
施
の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
２
０
１
１
年
度
ま
で
中
京
大
学
心
理

学
部
応
用
心
理
学
領
域
で
助
教
を
し
て
い
ま

し
た
。当
学
部
で
は
応
用
心
理
学
実
習
と
し
て

船
舶
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、私
も
引
率
教
員

の
一
人
と
し
て
「
深
江
丸
」
に
乗
船
し
て
い
た

た
め
、
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
の
教
職
員
の

方
達
と
交
流
が
あ
っ
た
の
で
す
。
２
０
１
３

年
度
よ
り
本
学
に
着
任
し
た
こ
と
か
ら
、
海

事
科
学
部
の
先
生
が
連
絡
を
く
だ
さ
り
、
女

学
院
で
も
利
用
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

│
「
深
江
丸
」
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
船
な
の
で
す
か
？

主
に
外
国
航
路
の
海
運
会
社
で
活
躍
す
る

海
技
者

│
つ
ま
り
、
船
長
や
機
関
長
等
と

し
て
船
上
で
働
い
た
り
、
そ
の
技
術
を
基
に

陸
上
で
も
働
い
た
り
す
る
人
を
養
成
す
る
た

め
の
学
部
が
所
有
す
る
練
習
船
で
す
。

│
心
理
・
行
動
科
学
科
で
船
舶
実
習
を
す

る
目
的
や
意
義
と
は
？

学
生
に
、
普
段
で
き
な
い
経
験
を
す
る
機

会
を
与
え
、
見
識
を
深
め
る
こ
と
が
狙
い
で

す
。
船
を
動
か
す
際
の
船
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や
生
じ
う
る
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
、
海
上
に
お
け
る
空
間
認
知
や
交

通
安
全
な
ど
、
心
理
学
的
に
も
興
味
深
い
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
研
究
テ
ー
マ

の
発
見
に
も
繋
が
る
で
し
ょ
う
。

毎
年
3
人
程
度
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
海
事

科
学
部
の
学
生
が
乗
船
し
て
く
れ
る
の
で
す

が
、
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
分
野
と
は
い
え
、

女
子
学
生
が
乗
船
す
る
こ
と
も
あ
り
、
本
学

学
生
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
分
野
で
活
躍
す
る

女
性
を
知
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

│
当
日
の
実
習
内
容
は
？

出
港
か
ら
入
港
ま
で
は
約
3
時
間
。
海
事

科
学
部
の
港
か
ら
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
付
近
ま

で
行
っ
て
戻
る
間
に
、
座
学
と
体
験
学
習
を

行
い
ま
す
。

座
学
で
は
、船
の
種
類
を
は
じ
め
、船
員
の

海
上
勤
務
の
実
態
、
輸
出
入
品
の
99
％
が
海

上
輸
送
で
あ
り
、日
本
の
生
活
が
海
運
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
解
説
や
、
航
海

図
の
見
方
、船
の
現
在
地
を
認
識
す
る
方
法
、

海
上
の
交
通
安
全
な
ど
の
話
を
伺
い
ま
す
。

体
験
学
習
で
は
、船
橋
に
お
い
て
船
長
が
各

部
署
に
ど
の
よ
う
な
指
令
を
出
し
、船
員
が
ど

の
よ
う
に
応
じ
て
船
を
動
か
し
て
い
る
の
か

を
観
察
す
る
と
共
に
、実
際
に
操
縦
も
行
い
ま

す
。車
と
は
異
な
り
、方
向
転
換
を
始
め
て
か

ら
実
際
に
方
向
が
変
わ
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
な
ど
を
体
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、

機
関
室
に
入
り
、船
が
動
く
仕
組
み
や
安
全
に

作
業
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
も
教
わ
り
ま
す
。

│
こ
れ
か
ら
参
加
す
る
ゼ
ミ
生
に
伝
え
た

い
こ
と
は
？

天
候
に
左
右
さ
れ
る
実
習
で
す
が
、
毎
年

10
月
頃
に
実
施
し
て
お
り
、
晴
れ
る
と
気
持

ち
の
よ
い
航
海
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
実
習

は
、
客
と
し
て
観
光
船
に
乗
る
の
と
は
異
な

る
体
験
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
。
こ
れ
ま
で

船
に
興
味
が
な
か
っ
た
人
に
と
っ
て
も
、
楽

し
く
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

昨年10月7日、人間科学部 心理・行動科学科の3ゼミが合同し、神戸大学海事科学部の
練習船「深江丸」に乗船する船舶実習を行った。当実習は2014年度から毎年実施され
ており、6回目となった昨年度は、4年生3人、3年生20人の計23人が参加。私達の日
常生活と海事との関連や、船を動かす際の船員間のコミュニケーション方法等を体験的
に学習した。学生を引率した矢野円郁准教授に、実習の目的や意義について話を聞いた。

 ◉人間科学部 心理・行動科学科3ゼミ合同の課外活動

●人間科学部 心理・行動科学科

矢野 円郁 准教授

未知の体験から、見識を深める
神戸大学海事科学部の「深江丸」で船舶実習に参加

神戸大学海事科学部 練習船「深江丸」

船橋操舵室で船員から説明を受ける学生たち

一つの船を動かすのに、たくさんの人が
関わっていることが分かりました。

海での現在地の把握の仕方から、海上の
仕事の流れまで、様々な話を聞くことが
でき、とても刺激的な時間でした。

フェリーや遊覧船に乗ったことはありまし
たが、このような形で乗船したことはなかっ
たので、新鮮で面白かったです。エンジン
ルームでの発電の説明から、冷却水なのに
温度が高く、発電の熱が大きいことを実
感できました。たくさん質問させていただ
きましたが、もっと聞きたかったです。

船は何よりも物資の移動に貢献しており、
日本の食生活には船での貿易が必要不
可欠なのだと学びました。4月から就職
しますが、知らない様々な仕事に改めて
興味を持ちました。

船での距離や方向の見方を知り、自分が
思っているのと実際とでは異なるという
ことを体感しました。また、舵を取るのが
難しく、車の運転とは全然違うこともわ
かりました。エンジンがある場所は、熱く
て音がとても大きいことも実感しました。

港に様々な企業や工場がある意義などを
教わり、就職活動をするなかで、様々な
職種や業種を知るという段階に来ていた
ので、ためになりました。

参加した学生の声

　2030年に向けて、SDGs（持続可能な開発目標）の達成が大きな
テーマとなっており、国内でも多くの企業や大学等が取り組みを開
始しています。本学でも教育・研究活動の中でSDGsに貢献する活
動はこれまでも行ってきており、今後は大学広報としてそのことを
広く発信していく予定です。加えて、SDGsに貢献する新たな取り
組みも行います。
　その一環として、昨年12月～1月に初めて「神戸女学院大学マ
イバッグデザインコンテスト」を開催しました。深刻な海洋汚染の
原因であるプラスチックごみの削減を目的としたレジ袋有料化が始
まり、それを前にマイバッグ（エコバッグ）の活用が進んでいます。こ
れは、学内でのマイバッグ利用促進や環境問題への啓発を行うこと
も目的に、在学生・教職員・卒業生からバッグのデザイン案を募集し、優れた案を表彰するコンテストです。
　今回は35作品の応募があり、厳正な審査の結果、その中から最優秀賞1作品、優秀賞5作品、佳作5作品が選ばれました。
最優秀賞と優秀賞6作品のデザインを用いたオリジナルマイバッグを制作し、受賞者に副賞として贈られました。

◉SDGsの取り組み─プラスチックごみ削減を目指して

「神戸女学院大学マイバッグデザインコンテスト」を初めて開催！ 

●環境・バイオサイエンス学科 2年生
優秀賞

女学院の窓から見える四季の移り変わりをイメージして描
きました。マイバックを積極的に利用することで、地球温暖
化を防ぎ、女学院の綺麗な自然を守っていきたいという思い
を込めています。

●総合文化学科 4年生最優秀賞

●総合文化学科 3年生

優秀賞

●総合文化学科 4年生優秀賞

女学院に咲く沢山の植物たちを校章を取り囲
むようにして描きました。見た人が豊かな自
然を通じて、より大学やキャンパスへの愛が
深まりますようにと想いを込めました。

球の中に女学院を入れて地
球を表現し、周囲にシェイ
クスピアガーデンで咲く花々
を散りばめました。花に色を

塗らなかったのは、
この地球の危機を示
したかったからです。

●心理・行動科学科 1年生優秀賞

テーマが神戸女学院にある豊かな自然だった
ので、背景を緑にしてどの季節でも緑に包ま
れている女学院を表してみました。

●環境・バイオサイエンス学科 3年生
優秀賞

実際に岡田山に生育する植物と、女学
院の校章をモチーフにして描きました。
女学院の四季もイメージしています。

女学院のどこかにいる動植物を詰め
込みました。どこにいるのか探してみ
てほしいです。

佳作

環境・バイオサイエンス学科 1年生環境・バイオサイエンス学科 2年生 英文学科 1年生 英文学科 3年生人間科学研究科 研究生

合文

秀

学や
いを

中
表
ピア
り

ス

然を通じて より大学てみました。

動
るの

ス学科 2年生

●総合

優秀

然を通じて、より大学
深まりますようにと想い

球の
球を
クスピ
を散

みました。

植物を詰め
のか探してみ

※学生のコメントは作品応募時に記入された「作品に込めた想い」から抜粋 （学年は受賞決定当時）


